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1. 本 吉志は ､物 性 物 理 の 研 究 を共 同 で 促 進 す る た め ､~研 究 者 が そ
の 石井究 意 見 を 自 由 に発 表,し言寸諭 し あ い ､ ま た ､ 石井究 に 関 連 した
一博串良を速 や か に交 換 し あ う こ と を 目的 と して ､ 毎 月 1回 編 集 ･
刊 行 さ れ ま す ｡ 掲 載 内 容 は ､ 石井究 論 文 ､ 石井究 会 ･国 際 会 議 を ど
の 報 告 ､ 講 義 ノート､研 究 に関 連 した 諸 問 題 につ い て の 意 見 ､
一情事艮な どで>す 0
2. 本 言志に掲 載 さ れ る論 文 につ い て は ､ 原 月rlと して 審 査 は 行 な い
ませ ん ｡ 但 し､ 編 集 者 が本 吉志に掲 載 す る こ と を著 し く不 適 当 と
認 め た もの につ い て は ､ 改 訂 を求 め ､ ま た は 掲 載 を手巨顔色す る こ
と カすあ り ま す ｡
3. 本 吉志の 掲 載 論 文 を他 の 学 術 雑 言志に引 用 す る と き は ､ 著 者 の 承
諾 を得 た 上 で Privateco叩munication扱 い に して 下 さ いO
投 稿 規 定
1. 雑 言志の ペ ー ジ数 を節 約 す る た め 原 稿 は極 力 簡 音素 に お 書 き下 さ
-+
い or
2. 原 稿 は 4 0 0字 詰 原 稿 用 糸氏を使 用 して 下 さ い ｡
3. 数 式 ､ 言己号 の 書 き方 は Progress, Journal の 投 稿 規 定 に
準 じ､ ミス プ リ ン トが 生 じ な い よ う に適 当 を処 置 を と っ て 下 さ
しヽ O
上 ツ キ ､ 1てツ キ は特 に紛 わ しい もの の み を手旨走 して 下 さ い o
英 字 の 大 ､ 花 文 字 ､ ギ リ シ ャ の 手旨走 を忘 れ を い よ う に ､ O と a
と 0(ゼ ロ )､u と n と r､ C と e､1(エ ル )と 1(イ チ )､Ⅹ と><
(カケル)tuと V等 が 一 番 聞 達 い や すノい O
4._ 暑牧式 は 3行 に わ た っ て 大 き く書 い て 下 さ か 0
5. 1行 以 内 に お さ ま ら 香 い 可 能 ,性 の あ る長 い数 式 等 は必 ず 改 行
の 際 の 切 れ 目 を赤 て吋旨定 して 下 さ い 0
6. 図 の 縮 尺 ､ 拡 大 は 致 し ませ ん o l頁 以 内 に 入 ら な い 図 は原 月TJ
と して 著 者 に返 送 し､ 書 き改 め て い た だ き ます ｡
7. 投 稿 後 の 原 稿 の 言丁正 はてもき るだ け さ け る よ う に して 下 さ い ｡
8. 別 刷 は 原 則 と して 作 り ま せ ん ｡ ど う して も別 刷 が 入 用 な場 合
は ､ 投 稿 の 際 に所 要 部 数 を10部 単 イ立て'h申 込 ん で 下 さい O 別 刷 代
は 下 言己方 式 に よ り､ 現 金 で納 入 して い た だ き ま す ｡
(郵 券 に よ る受 付 は い た しませ ん ｡)′
p :物 研 出 来 上 り真 数
Ⅹ :別 席叶所 要 普B数
a :別 席Il1頁 の 代 金 3円
b :製 本 代 (別 刷 1普βにつ き) 30円
別 刷 代 -(ap+b)Ⅹ+送 料
別 刷 代 金 は別 刷 を受 取 っ て か ら､ 1ケ 月 以 内 に赤内め て 下 か い｡
そ れ よ り遅 れ た場 合 に は遅 滞 追 徴 金 を喜寿求 さ れ る こ と が あ り ま
す か ら､ 御 注 意 下 さい ｡
9. 原 稿 締 切 日 は 弓毒月20日で.原 則 と して 次 月 発 行 誌 に掲 載 され ま
す ○
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ニュー ス
物小委選挙に関する百人委員による投票について
-物小委より-
このたびの物小委選挙の実施に当り,実施方法について疑義が生じた結果,物′ト委は
この吻小委選挙の結果を採用するか,廃棄 してや り直すかを百人委員にはかることにし,
※
投棄依頼をすることにしました｡ (11月 6日の物小委議事録参照 )｡以下の文書はこ
の投票依頼に当って百人委員に送付す争ものです｡これは 1月上旬に発送され,投票締
切は 1月 20日頃となる予定です｡
※ 文書の内容は次のとお り
1.物小委より百人委員あての投票依頼状｡
2.投票規定｡
3/経過説明 (投票管理委員会が作成 し,物小委各委員の承認を得た )｡
4.異議申立てに関する長岡委員の意見書 (10月 ユ9日付で物小委各委員に配布 )C
5.物小委委員長としてとった処置に関する豊沢委員長の見解 (10月 】9日付で物
小委各委員に配布 )｡
6.物′ト委各委員の補足意見 (11月 6日物小委における審議ののち,各委員が投票
管理委員会に提出 )｡
以 上
1C 物小委より百人委員あての投票依頼状
百人委員各位 殿
1月 8日
このたびの物小委選挙の実施に当って,実施方法をめぐって御小委委員の間で若干の
疑義が生じ,ひいては百人委員及び一般の秒性グループ各員の間においてもこの間題に
っいて議論なさったむきもあったかと存 じます｡吻小委にむけて意見表明ないし,要望
をなさった方もありました｡
この間題について物小委は 11月 6日に会合し,討議しました結果,このたびの選挙
の結果を採用するか,廃棄 して新 しくや り直すか,を百人委員各位におはかりして緒論
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を出すこと,そのため投票 していただくことを決定いたしました｡別紙投票規定ご参照
の上,投票 くださるようお願いします｡投票のための資料 として次のものを同封いたし
ます｡
1.経過説明
2.異議甲立の意見書と申立却下に関する委員長見解
3.物小委委員各個の補足意見
なお,今回の選挙実施に当っては,物小委がこれまで比較的物事をルースに進めてき
た習慣になれすぎて十分の配慮がたりず,混乱が生じたこと,選挙結果も公表され,迷
惑をおかけすることにもなりましたこと,物小委としておわび申上げる次第です｡
物性小委員会
2｡ 投 票 規 定
1〕投票人は物性百人委員とする｡
2〕投票の管理は物小委が選任 した投票管理委員会が行 う｡
委員は中野藤生 (委員長 ),小野周,長岡洋介の3名である｡
3〕投票は無記名とし,同封の所定の投票用紙を用い,必ず投票者本人が記入する｡
4〕投票用糸鋸こ記入してある
物性小委員選挙を
(1) や り直さない
(カ やり直す
のうち賛成の方に○印をつける｡
5〕(1)(カのうち一方に○印のついた票を有効とする｡
6〕投票は投票在中と表に記入した封筒に入れて密封 し,封筒の裏面に自署 して,下記
送 り先に郵送する｡
7〕開票は選挙管理委員会が行 う｡なお若干名の立会人を物性グルーブ員のなかから依
頼する｡
8〕(i)Qこ賛成の票を Nl,(かこ賛成の票を N2とするとき, Nl>N2であれば(1)を結
論とし, N2>Nlであれば(分を結論とする｡ Nl-N2のときは11月16日の
物小委における投票結果に基づき,(2)を結論とする｡
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9〕投票〆切 1月 20日(必着 )
投票送 り先
名古屋市千種区不老町 (〒464)
名大工学部応物教室 中 野 藤 生
3.経 過 説 明
1. 9月 13日開かれた学術会譲物理学研究連絡委員会で,今期も物研連のもとに物性
小委員会をおくこと,委員の推薦を第 8期物小委 (- 旧物小委 )に依頼することが
決った｡
この依頼に基づき, 9月 16日開かれた物小委において,次期物小委の選出が審議
され,従来通 り百人委員による選挙によって選出すること,その事務は物性グループ
事務局に依頼すること,定員,選挙規則は従来の例によることが決った｡ (註 1)
(註 1)
前回 (1969年 )は物研連の物性関係委員 (小野周,豊沢豊,川村肇 )が委員推
薦の依頼をうけ,これら物研連委員の選挙管理のもとで百人委員による選出が行われ
た｡
2.物性百人委員の選出は物性グループ事務局によって行われた｡投票〆切は 9月 10
日であった｡開票は 9月 19日,物小委幹事近桂一郎の立会いのもとに事務局で行わ
れた｡
そbl結果,当選者に対しては事務局から当選の通知,委員就任の依頼と物小委選挙
の投票依頼とが 10月 3日,同時に発送された｡このとき百人委員当選者のリス トは
同封されなかった｡百人委員当選者名は 10月 1日付事務局報に掲載された｡この事
務局報は 10月 9日頃事務局より発送された｡ (註 2)
(註 2)
前回 (1969年 )の選挙手続きはつぎの通 り
百人委員選挙は投票〆切が 6月 30日,開票は 7月 4日,当選者-の通知は 7月
11日,当選者のリス ト同封でなされた｡選挙結果ははじめ物性研究 12巻 5号
(8月 20日発行, 8月 25日以前に発送 )に公表され,ついで 9月 20日付事務
局報 (発送日不明 )に掲載された｡物小委選挙は 9月 18日投票依頼, 10月 5日
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〆切, 10月 6日●開票であった｡
3. 10月 7日,百人委員碓井恒丸,長岡洋介は,物小委選挙手続きに関して疑義があ
るので選挙を延期するよう事務局に申し入れた｡事務局は′選挙手扉きは物小委の依
頼に反していないの_で,事務局として延期はできない〟と碓井,長岡に回答 した｡長
岡はさらに 10月 12日広島大学年会々場で,物小委豊沢豊委員長に物小委として選
挙を延期するよう口頭で申し入れた｡申し入れの趣旨は :
〝物性グループ員が代表である百人委員に意見を述べる窓口が開かれていることが,
民主主義の原則として不可欠である｡前回の物小委選挙ではそれが保証されていた｡
今回はそれと異なり,百人委員 リス トが公表されないままに選挙が行われ,事実上窓
口が閉ざれたのは不当である｡選挙を延期すべきである｡〟 (文書 4.)
委員長はこの甲し入れに対 し,可能な限り物小委委員の意見をきいた上,物小委委
員長として選挙延期の処置はとらない旨回答 した｡さらに,これまでの経過と,委員
長としてとった処置について,文書 (9月 ]9日付 )を各物小委委員あて送 り,了承
を求めた｡その趣旨は :
′選挙や り直しの処置をとるためには大多数の人が嗣待できるだけの充分客観的な
壇由を明示する必要がある｡しかし,今回の選挙手続きには物小委での確認事項や従
来の選挙規定に反する点はなく･それを舞効とする革処が現時点では必ずしも客観的
に明白なものと認めがたい｡′(文書 5･)
4.物小委選挙は予定通 り〕0月 19日〆切られ, 10月 20日事務局において開票が
行われた｡当選者には, 10月 20日付で当選の通知 と委員就任の依頑が物小委委員
長名で出された｡それと同時に,新旧物小委委員に対 し, 11月 6日新旧合同物小委
を開く旨の通知が出された｡
これに対し,旧物小委委員長,百人委員,一般グループ員のなかから,〝今回の選
挙は民主主義に対する配慮が不十分であったo 〟 〝委員長の処置は了承できない〟等
の意見,申し立ての文書が物小委,委員長あてに寄せられた｡旧物小委の約半数の委
員がこの間題を著議するため,旧初小委を開くべきであるとの意見を述べた｡このた
め委員長は 11月 3日予定を変更して j1月 6日の新旧合同御小委を中止し,旧物小
委を開くことを決め,その旨新旧委員に通知 した｡
5. 11月 6日,この間題を主な議題 として旧御小委が開かれたO出席者は豊沢豊 (香
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員長 )･小野 周,近桂一郎,伊嘩宗行 (以上幹事 ),井口洋夫,勝木 握,久保亮
玉, (採決には欠席 ),佐々木亘,白鳥紀-,徳永正晴,長岡洋介,中野藤生,中山
正敏,長谷川正之,松原武生,芳田室,横田伊佐秋,渡部三雄であった｡
討議ののち,とるべき処置としてつぎの三つが提案された｡
1.物小委として選挙のや り直しを行わない｡
2.物小委として選挙のや り直しを行う｡
3.物小委 としてはどちらも決めず,決定を百人委員の投票に委ねる｡
各提案の論旨はつぎの通 りである｡
1.今回の選挙は規定 ･慣行に反しているとはいえず,や り直す根拠はない｡新物小
委の発足を認めた上で,選挙のあり方については今後慎重に検討するよう,新物小
委に申し送るのがよい｡
2.百人委員にグループ員が意見を表明する窓口を開いておくことが,民主的な選挙
の過程として不可欠であり,これが設けられていたのが慣例でもあった｡これに反
した今回の選挙は有効とは認めがたい｡
3.この問題を物小委のみの考察にとどめず,グループ員にもよく考えてもらうこと
が大切である｡
三つの提案に対し,(1),(2)の順に記名投票による採決を行った｡結果はつぎの通 り,
1.賛成 4 (豊沢,伊達,佐々木,芳田)
反対 11 (小野,近,勝木,白鳥,徳永,長岡,中山,長谷川,渡部,中野,
横田 )
保留 2 (井口,松原 )
2.賛成 8 (近,勝木,白鳥,徳永,長岡,中山,長谷川,渡部 )
反対 7 (豊沢,伊達,井口,佐々木,松原,横田,芳田 )
保留 2 (小野,中野 )
この結果,(3)は採決せず,百人委員にこの投票結果を付して経過説明を行い,その
上で, (1)選挙をやり直さない
(2)選挙をやり直す
のいずれにするか,百人委員の投票により決定することとした｡決定は保留を除く
有効投票の過半数によるものとし,両者同数のときは,物小委における採決結果に基
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づき(2)を欽定とする｡物小委選挙に関する投票の管理,事務処理は中野 (委員長 ),
小野,長岡の二名の委員会に任せることにした｡
4･ 異議申立の意見書
物小委選挙の手続 きについて
名大理 長 岡 洋 介
今回の物小委選挙には手続き的に重大な疑義がある｡それは,′済んだことはしかた
がない,このつぎから気を付けよう〟というようなことでは済まされないことだと私に
は思われる｡
今回の物小委選挙は前回と異なり,百人委員選挙が済んだあと,その選挙結果の公表
がないままに,当選した百人委員の本人に対する通知のみで始められた｡私のところに
は 10月はじめ (封筒の消印は 】0月 3日),′ぁなたは百人委員に選ばれた,選挙結
果は事務局報に発表する｡ついては物小委の投票をお願いしたい,〆切は 10月 19日
(必着 )〟との手紙が投票用紙同封で事務局から届いた｡私は 10月 8日,′ まず盲人
委員選挙の精果が公表され,物小委選挙はそののちに行われるべきだ′という意見と要
望を,名大理碓井恒丸氏と連名で事務局に送った｡事務局報は 10月 9日発送され,私
たちが実際にそれを手にしたのは広島の年会から帰ってきた 1O月 ュ4日である｡選挙
を延期 してほしいという私たちの要望はいれられなかった｡
前回の物小委選挙がどのような手続きで行われたかは,華々しい(?)選挙運動が行われ
たこと,そのことが現物小委の顔ぶれに影響を与えたと見られることから記憶しておら
れる方も多いと思 う｡物小委選挙が行われたときには,百人委員の顔ぶれはみんなにわ
かっていたのである｡それに比べて,今回の手続きは選挙運動を不可能にしていること
は明かである【_ここで問題は二つあると思うC 一つは今回のような手続きの是非,もう
一つは選挙療果に影響を及ぼし得るような重大な手続きの変更が御小委等の公げの場で
の論議なしに事務局のみによって行われたことの是非である｡
第一の問題に関しては,前回の経験からか選挙連動はよろしくない,今回の手続の方
がよいとする考え方があるようである｡その論処は,百人委員はその良識と判断力を信
頼されて選ばれ,いろいろな問題に蘭する決定権を一般グループ員から委任されたので
ぁるから,委員は各自の判新で投票すればそれでよろしいという点にあると思われるQX)
私には,そのような考え方は百人委員制度のような間接民主々義の制度 (だいぶ変則
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的ではあるが,それが間接民主々義の制度の一つの形態であることは疑いえない )のあ
り方,ひいては民主々義そのものの精神と基本的な点でくいちがっていると思われる｡
代表制が民主々義の制蜜として成立ちうるための最低,必須の条件は,主権者が代表に
対 して文句を言い,注文をつける窓口がちゃんと開かれていることだと思う｡〝選んだ
からには文句を言 う●な〟では,もはや民主々義ではない｡このような考えは,決して私
一人のものではなく, 27年にわたる戦後民主々義の歴史のなかで培われ,獲得されて
きた大事な成果の一つだと私は考えている｡一般グループ員は自分たちの代表は誰であ
るか知らなければならないのである｡自分たちの代表に対する注文づけ一選挙運動はそ
の一つの形なのだO物小委選挙が秘密投票で行われる限り,最終決定は百人委員各自の
判断に委ねられているわけだけれども,窓口は閉されてはならないのである｡選挙運動
のあり方に対する批判が窓口を閉ざすことにまで及ぶとすれば,それは民主々義そのも
のの否定につながると言わなければならない｡ (私は,物性グループの運営は民主々義
の原則に基づいてなされるものと理解 しており,それがグループ員全体の共通の基盤で
あると考えている｡それがそうではないと言うのなら,何をか言わんやである｡ )
第二の問題について言 うなら,事務局の考えは,今回の選挙は物小委からの依顔によ
って行われたのであり,手続 き的に依頼された内容に反していないからかまわないとい
う点にあるようである｡確かに,文字に書かれた選挙規定では百人委員メンバーの公表
には触れられていないだろう｡物小委から口頭で行われた依頼の内容に関しては,その
場にいなかった私は何も言えない.た 物ゞ小委の一員でもある私に言えることは,選挙
方法に関して予め何の論議もしなかったのだから,選挙は前回の例にしたがって行われ
るものと私は理解 していたということである･｡文字に書かれていないことに関しては前
例にしたがうというのがもっとも普通のや り方である｡文字で書かれていないことはど
うでもよいという論は成立たない｡前例にしたがわない時こそ,したがわない理由,そ
れをめぐる論議が必要なのである｡もちろん,些細な事務的なことまで前例々々でしぼ
られる必要はなく,事務局としての判断に委ねられていることもあろうが,今回の問題
前頁※)百人委員は物小委の候補者ではないのだから,物′ト委選挙に際してメンバ
ーが予じめ公表されている必要はない,という意見が聞かれたが,私はそのような意味
での公表を求めているのではないO百人委員に対 してではなく,一般グループ員に対す
る公表を必要と考えているのである｡
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には選挙運動の有無が結果に影響を及ぼし得ることが否定できない以上,事務的な処理
の問題でないことは明かである｡事務局が忙 しさのためについうっかりやってしまった
ことだったのかも知れない｡そうだとすれば,問題の指摘があったときに,直ちに選挙
延期の処置をとるべきであった｡それをしなかったのは,意識的に民主々義を否定する
重大な決定を事務局が行ってしまったことになる,と私には思われる｡
いろいろ考えていくと,百人委員制度そのものの欠陥にまで及んでくる問題である｡
その意味で,次期物小委が中心になって制度の検討が行われる羊とが望むが,そのため
にも,今回のことがこのま 窄ゝ認されて,その上にたって検討が行われるのであっては･
ならない,と私は考える｡
5.物小委委員長としてとった処置に関する豊沢委員長の見解
物性小委員会委員各位
現在行なわれている次期御小委委員の選挙に蘭し,一部の方 (その中 2名は現物小委
委員でもありますが )から物性グループ事務局あてに異議が出されました｡この選挙に
関する実質的責任は現御小委にありますので,異議の内容,その前後の経緯,および物
小委委員長としての措置について御報告致します｡
異議申し立ての対象となった点は,(1)100人委員改選の開票結果の公表時期 (物性
グループ事務局報, 1972年No3.10月 9日発送 )が,各 100人委員-の次期物
小委選出投票依頼の時期 (9月 30日発送 )より遅れたーこと｡(2)100人委員氏名の公
表から次期物小委投票の〆切期日(10月 19日)まで日数が少ないことです｡各物性
研究者ないし,研究者グループは. 10O人委員に対 し,物小委選出について候補者推
薦などの働きかけをする権利をもち,従ってそれを可能にするインフォメ-シーヨンを受
けるべきこと,それに必要な時間をもつべきとと,などの理由にもとづいてこの異議が
出されたものと私は理解 しています｡具体的措置として(尋物小委選出の投票〆切を延期
すべきである｡(b)投票をや り直すべきである,との要求が異議提出者から出されています｡
まず,(1),(2)の事実に蘭してその前後の事情を説明したいと思います｡ 9月 13日の
今期吻研連第 1回委員会において,今期 も扮性小委員会をおくことが認められ,その選
出を委任された現物小委では, 9月 16日の委員会において ｢従来通 り100人委員に
よる選挙によって選出すること,その事務は物性グル-プ事務局に依頼すること.定員
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選挙規則は従来の例によること｣を決定し,私から直ちにその旨事務局に連絡 しました｡
その際,開票時期 としては 10月 20日頃を希望しておきましたが,これは一方では特
定研究 ｢物性の制御 ｣の連絡班申請の〆切期日が切迫 しており,その運営方法や審査員
候補について次期物小委で早急に審議決定してもらう必要があること,他方 10月 10
日から13日までは学会開催中であり,投票者の便宜を考えて学会後 】週間の余裕はお
きたい,という事にもとづいたものです｡しかし新 100人委員の氏名公表が次期物小
委選出の投票依頼より遅れてはならない,という条件については現王勿小委では樽に議論
されたことはなく,私から事務局-も樽に要請はしませんでした｡それ以後は,物性グ
ループ事務局の事務上の都合から,上記(1),(2)の事情になったものと理解 しています｡
私は広島での年会開僅中に始めて上記の異議申し立ての件にっいて知 り,直ちに,で
きるだけ多くの物小委委員の方に会うて,とるべき方針について意見を求めましたが,
100人委員の役割や御小委選出法のあり方について各委員の考えは相互にかなり異っ
てお り,稿局,基本的問題の検討は今後にもち越すことにして,今回の異議申し立てど
のように対処するかを,委員長として判断せざるを得なくなりました｡以下私の判断と
措置をのべて,委員各位の御諒承を得たいと思います｡
具体的措置としては(o)現在行なわれている選挙は有効であると認める (a)投票〆切を
延期する,(b)現在行なおれている投票を無効として凍結 し,新たに投票をや り直す,の
3つが考えられます｡この中(a)は既に投票を行った人と今後投票を行なう人とが異った
自由度をもつことになり,公平の原則に反するばかりでなく各票の意味がちがってくる
という理由で避けるべきだと思います｡従って(o)と(h)とが問題になりますが,(b)の場合
は大多数の人が納得できるだけの充分客観的な理由を明示する必要があります｡たとえ
ば,しかるべき資料に明記された選挙規則に合致しなかったとか,物小委での申し合せ
事項に反 した,ということであれば客観的な理由になり得るのですが,今の療合特にそ
のようなものはありません｡
異議申し立ての対象となった(1),(2)に由して, 100人委員の氏名公表が物小委投票
依噂より後れてはならない,また 100人委員氏名公表から物小委投票〆切まで一定の
期間をおくべきであ'る,という申し合わせを物小委で行なった事はありません｡もっと
も, 100人委員は物性研究者からえらばれた以上,その意見を反映する義務をもつの
であるから,これはわざわざ申し合わせをするまでもない当然の事である,と考える立
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場もあります｡しかしこれと異なる立場として, 100人委員として誰をえらぶかとい
う過程の中に魂に物性研究者の意見が反映されているのであり,えらばれた 100人委
員は各自の目由意志にもとづいて物小委委員をえらべばよい,♪いう考え方もあります｡
籾性グループ,物性グループ事務局, 100人委員,物小委の周の関係とそれぞれの役
割,責任の分担等について全般的な検討をする時機にきているのではないかと思います
が,特に 100人委員の役割についての考え方が物性研究者の間で必らずLも一致 して
いないというのが否定できない現状です｡
以上のべたように,今回の選挙手続には,物小委での確認事項や従来の選挙規定に反
する点はなく,それを無効とする論拠が現時点では必らずLも客観的に明白なものとは
認めがたいと私は判断し,上記(O)k従い,既定の方針通 り選挙事務を進めてもらうよう
私から事務局あて連絡致しました｡委員各位の御諒承をお願いする次第です｡
昭和 47年 10月 19日
物′ト委委員長 豊 沢 豊
6.物 小 委 各 委 員 の 補 足 意 見
東大教養 小 野 周
今回の物小委選挙に関する.長岡意見には,ほぼ全面的に賛成です｡物性グループの
百人委員による間接選挙の基本的精神は,百人委員が,まわりの研究者の意見を十分き
いた上で投票するということになっていたはずです｡今回の選挙は,百人委員の名簿が
発表されないうちに選挙が行われたので,このことは単に慣例に反 したというだけでな
く,基本的な精神に反 したというほかはありません｡
規則は,この精神を実現するためのもので,形式的に違反 していないことは事実でも,
当然や りなおすべき7;>あると考えます｡物小委の際に, ｢や りなおし｣に棄擬したのは,
この選挙のや りなおしは,物小委白身が行ったものでないため,一度百人委員会の意見
をきいた上でや りなおすべきと考えたからです｡
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選挙のや り直しを主張します
(11月 6日の物性小委員会での主張の要点 )
勝 木 渥
5年前全国の物性研究者に,研究体制のあり方の問題一 従って物性研究者白身の問
題- として考えてほしいと癖って,私が地方大学間題をアピールした際のおおかたの
反応は,選挙運動が禁じられてはいないのだから選挙運動をやって地方大学の人がいろ
いろな委員会に進出し,そこで大いに問題を論ずればよいではないか,というものでし
た｡私は,そのような態度は,私の綻起した問題を自分白身の問題としては受けとめて
くれずに別のこと-す りかえるものだと強く不満に思いましたが,その後はそういう方
向での努力もしてきました｡今回の選挙のや り方はこういう点からみても大きな後退で
あり,今回のような形で,特に地方大学所属の物性研究者がその意志を有効に反映する
機会を実質的に奪われたまま,選挙がおこなわれたことを了承することは私にはできま
せん｡
や り直しを主張する所以です｡
今回の物小委選挙についての意見
早大理工 近 桂 一 郎
今回の選挙問題を通 じて,物性小委員は,一定の立場の研究者の代表,良識にしたが
って発言する学識経鹸者′のうち,よりどちらに近いか,という点が問題になった｡この
間題を考えるのに第-に重要な点は,種々の機会に月分た､ちの主張を明らかにし,それ
によって自分たちの研究議境を守らなければならない立場 (公私立大,地方大,若手
etc)の研究者 と,研究の (少くも物質的 )基盤の確立した立場 (大国立大 )の研究者
とが存在するという現実である｡
第二は各研究者の〝良識〟はこの現実を土台としてなりたっているということである｡
私は私立大学に所属する研究者として,自分たちの共通の主張により,自分たちの代表
を出せる選挙が望ましいと思う｡
この点で今回の選挙が望ましい形で行われたとレYうことはできない｡また,公私立大,
地方大などを枠をっくるという手続上の改良に解決を求める考え方に強く反対する｡
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補足意見
広大理 川 村 清
運が悪ければ,私も事務局員ギったろうから,深刻にこの問題を考えた｡私が東大に
いたら,やはり物小委の依頼をうのみにして選挙を施行したろう｡一週間,事務局の仕
事のことだけのために大学-行った,というもとの先輩同僚の話だから,シンドイ選挙
のや り直しを回避しようとしただろう｡そういう話を蘭くにつけ,心苦 しいのではある
が,やはりあの選挙のや り方には手落があったと思う｡豊沢委員長が ｢出来るだけ多く
の物小委委員の意見を聞いた ｣というが,広島にデンと居た私は何も意見を聞かれなか
った｡長岡氏の書状を受け取るまで,選挙の〆切 りがすぎていることにすら気づかなか
った｡委員長にも事務局にも悪意があったとは考えられないが.過去は過去である｡そ
の点,豊沢委員長及び事務局は謝るべきである｡たゞし,事務局員が,再び何週間も,
研究教育を放棄 してまで選挙をや り直すほど,重大な問題 とは思えない｡なお, ｢盲人
委等の責任分担についての再療討 (豊沢委員長の文書 )｣は,論理のす りかえである｡
すくなくとも,回答にはならない｡
名大工 ･ 中 野 藤 生
投票はや り直すほうがよいと思います｡いずれにしてもこの際,物性グループ員すべ
てが物性グループのあり方について,よく考えてみることが大切だと考えます｡
九大教養 中 山 正 敏
学界の組織は有志の者によって作 られるのであって,意志集約 を行なう代表機関では
本来ない,という意見をよく聞きます｡このような考えは,気心の知れた同じ立場の仲
間によって構成された集団の存在を前箆 とします｡現在の物性グループは,誰の眼から
みてもこのような集団ではありません｡大大学,地方大学,公立大学,私立大学,研究
所といった機関,教授,助手,大学院生,0上)といった身分,さらには各専門分野集団
さまざまな形で利害の錯綜した網目の中に研究者は分布 していますCそれらを統合すべ
き研究の目標,価値感にすら大きな分裂があります｡民主主義は本来,このような状況､
の集団における意志の集約方法であるわけです｡ささやかながら権力を持っている物小
委の選挙では,研究者が自己の立場を主張 し,意見を交換する過程一選挙運動-は不可
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欠の前提と考えます｡自分はやらなくても,やる必要を感 じている人には保障すべきで
す｡ ｣
新大理 横 田 伊 佐 秋
先日行なわれた物小委の選挙のや り方には私も大きな不満があります｡その理由は長
岡洋介さんなどがおっしゃっていることと本質的には同じことで,物性グループ員の意
向を百.^委に反映する窓口が実質的にとざされたままで一端的にいえば選挙運動をする
日程的余裕がないままに一選挙が行なわれたことです｡ 3年前の選挙ではその時間が十
分にあり,その間選挙運動が活発におこなわれました｡その結果 ｢地方大学 ｣や若手か
ら多数の委員が選出されました｡このことは,物性グループの発展の癌果として,その
かかえている内部矛盾 (物性グループに限りませんが,日本の研究者層は社会矛盾の反
映として決 して等質的ではないことを強調したいと思います｡ )がはじめて表面化した
ことで,そのことは大変よいことだと思ってお ります｡
しかし, 11月 6日の物小委では,選挙のや り直しを物小委の責任で決定することに
は反対し,選挙母体である百人委の判断にゆだねるべきことを主張しました｡その理由
は,そのことによって物性グループの中に無用な対立の種をまくようなことになること
をおそれたからです｡私達の立場や考え方は決 して等質的ではありませんが,しかし研
究者 としての統一はどこまでも大切にしたいというのが私の基本的な考え方です｡
東大物性研 芳 町 杢
今回の選挙では投票依頼書と新 100人委員のリス トが同封上なかったという点で前
回の選挙手続きと相異した｡このため物性グル-プ員が百人委員に意見を述べる窓口が
閉ざされる結果になったという長岡氏の趣旨はよく,理解できるし,これが選挙運動を
困難にしたと云うなら,そういうことはあってはならないと考える｡しかし,今回の出
来事IQj:選挙規程も含めてかなり融通性をもって行ってきた物小委の従来からの体質から
発生したことで,長岡氏の問題捷起を機会に選挙のや り方について改めて十分検討 し,
り直しに迄発展させるべきではない｡今後,他の物小委の決定事項についても,その手
順の不完全を理由に結果の無効を主張できるという例を残すことにもなる危険があるか
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らである｡従来,融通性をもって運営してきた物′ト委の体質は常にそういう不完全さを
持っていて,これは,将来改善してゆくべきで,重大な支障のない限 り.できるだけや
り直しは避けるべきであると思う｡
東大理 久 保 亮 五
去る, 10月の物性小委選挙はルールに従って行われ,樽に慣例に反するということ
もなかった｡しかるにその手続きが民主主義の原則に反することを発見したからこれを
否定せよというのは考えようによってはそれこそ民主主義を無視する暴論である｡ごく
稀にしかこういうことは起らないからそれでもよかろうとも思えるかも知れないが,一
応ルールによって決定したことを尊重して運営することは民主主義のイロハでもあろう｡
ルールが不備または誤っているとすればその修正も普通にはルールによって行なう｡で
なければクーデターのような非常手段である｡少くとも前物性小委にはこの選挙を否定
する､権限はない｡物性小委の構成が偏 り勝ちになる弊を改める問題は新しい物性小委の
仕事である｡この機会に物性グループは何のためにあるか,何をなすべきかを反省する
ことはもっと大事であろう｡
東大理 佐々木 亘
1.現物小委は特定研物性の制御の発足に力を入れて来た｡特定研の運営が円滑に行われ
ることを考慮して,今回の選挙のスケジュールは決定された｡選挙運動に十分の時間が
不可欠であるならば,スケジュールを決める時に注意を喚起すべきであった｡ その時に
注意が不足であったという自責の念が, 11･6物小委のように,一旦行った決定を覆え
すという形で処理されたのは極めて不適切であり,これによって特定研-の責任まで回
避する結果になったのは遺憾である｡
2.私は過去の物′ト委選で選挙運動を行ったこともないし,それが行われたという記憶 も
ないoこの経験をもつ私にとっては,選挙運動を行わないというのが物小委選の慣行で
ある｡その意味でも今回の選挙は慣行から外れていたとは考えられない｡このような考
え方もありうるということが否定されないことこそ民主主義の根幹である｡
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〔東大 ･教養〕
東大教養物性コロキューム
% 楠 氏 (九 theElectron-Magnon VertexFunctiorinltenerant
Ferromagnet
% 菱沼氏 イオンと原子の電荷移動衝突
% 氷上氏 CriticalExponentsaud ScalingRelationsin 1/n
Expansion
% 加古氏 数学での散乱問題
〔名古屋大学〕
○物理教室談話会
10月26日
"ェネルギーの問題 "
川崎重工 ′ト 坪 善 幸 氏
11月 1日
"天体高エネルギー核現象に関するトピックス "
立 教 大 伊 藤 謙 哉 氏
人のうこき
〔広大 ･理学部〕
1972年 10月
中村英二氏 北大理学部より広島大学理学部物性教室-着任された｡
出口 潔氏 北大理学部より広島大学理学部物性教室中村研究室に着任された｡
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〔東大 ･教養〕
東大教養物性コロキューム
% 楠 氏 (九 theElectron-Magnon VertexFunctiorinltenerant
Ferromagnet
% 菱沼氏 イオンと原子の電荷移動衝突
% 氷上氏 CriticalExponentsaud ScalingRelationsin 1/n
Expansion
% 加古氏 数学での散乱問題
〔名古屋大学〕
○物理教室談話会
10月26日
"ェネルギーの問題 "
川崎重工 ′ト 坪 善 幸 氏
11月 1日
"天体高エネルギー核現象に関するトピックス "
立 教 大 伊 藤 謙 哉 氏
人のうこき
〔広大 ･理学部〕
1972年 10月
中村英二氏 北大理学部より広島大学理学部物性教室-着任された｡
出口 潔氏 北大理学部より広島大学理学部物性教室中村研究室に着任された｡
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物性研究所短期研究会 ｢- リウムの物性｣のお知らせ
下記の要領で,物性研短期研究会 ｢-リウムの物性｣を開催いたします｡この分野に御
関心をお待ちの方々の積極的な御参加を希望します｡
記
1.開催 時 期 : 1972年 2月 1日(木 )-3日(土 )
2.開催 場 所 : 物性研究所 第-会議室
3.参加御申込 : 東大物性研究所 (東京都港区六本木7-22-1 ㊦ 106)
生嶋明宛,本年末日迄 (必着 )にお申込み下さい｡研究計画
研究の現状をB-5版 (わら半紙半裁の大きさ )に書き,お
申込みに添えて下さい｡
4.会場の都合等である程度人数を制限する場合 も考えられますが,世話人に御
一任願います｡
世話人 碓 井 恒 丸 (名大理 )
中 嶋 貞 雄 (物性研 )
生 嶋 明 く物性研 )I
ー267-
編 集 後 記
このごろテレビに日中会談の模様がよく写し出された｡そのとき乾杯につかわれていた
のが,かの芳台酒 (ボウダイシュ;雲貴 )とのことである｡これは大変に美味しい酒だ｡
蒸溜酒は他に大紬酒 (タイキョクシュ;四川 ),扮酒 (フェンチュウ;山西 ),･高梁酒
(カオリヤ~ンチュウ;東北 )などがあるが,いずれもアルコール分が大変に高く(約70
%),古いものほどよいとされる｡日本酒と中国酒はどちらも徴を用いるという点で同族
関係にある.醸造酒についての相異点といえば,日本酒は冬に仕込んで, 新秋の頃に呑む
のを最上とするのに対L s 中国の,黄酒 (ホアンチュウ),紹興酒 (シアオシンチュウ)
などは,紅 (かめ)･に密封して貯蔵 し,_古くなるほどよいとされる｡従って老酒 (ラオチ
ュウ)の名で総称されている｡老酒というと魯迅の阿Qが欄酒を呑んでいたのなどが思い
出される｡思えばその老酒の頃から今度の芳台酒に至るまでの中国内の変化は大変なもの
であった｡
本誌も来年で10周年になる｡来年の4月頃に記念号を組んで,初期の様子に詳 しい方
一々 等からいろいろな話を聞くつもりでいる｡ その際には本誌以前の ｢物性論研究｣時代に
まで潮って回顧 したい｡
(戸 谷 )
物 性 研 究.
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編 集 後 記
このごろテレビに日中会談の模様がよく写し出された｡そのとき乾杯につかわれていた
のが,かの芳台酒 (ボウダイシュ;雲貴 )とのことである｡これは大変に美味しい酒だ｡
蒸溜酒は他に大紬酒 (タイキョクシュ;四川 ),扮酒 (フェンチュウ;山西 ),･高梁酒
(カオリヤ~ンチュウ;東北 )などがあるが,いずれもアルコール分が大変に高く(約70
%),古いものほどよいとされる｡日本酒と中国酒はどちらも徴を用いるという点で同族
関係にある.醸造酒についての相異点といえば,日本酒は冬に仕込んで, 新秋の頃に呑む
のを最上とするのに対L s 中国の,黄酒 (ホアンチュウ),紹興酒 (シアオシンチュウ)
などは,紅 (かめ)･に密封して貯蔵 し,_古くなるほどよいとされる｡従って老酒 (ラオチ
ュウ)の名で総称されている｡老酒というと魯迅の阿Qが欄酒を呑んでいたのなどが思い
出される｡思えばその老酒の頃から今度の芳台酒に至るまでの中国内の変化は大変なもの
であった｡
本誌も来年で10周年になる｡来年の4月頃に記念号を組んで,初期の様子に詳 しい方
一々 等からいろいろな話を聞くつもりでいる｡ その際には本誌以前の ｢物性論研究｣時代に
まで潮って回顧 したい｡
(戸 谷 )
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